
【壷】陸軍幼年学校用字便覧では「壺」と同字とする。漱石の
字は冠より上が一画少なく下が一画多い。陸軍幼年学校用字
便覧には「壺ノ下ハ亞ニ非ズ。」とある。
【変】秦の睡虎地秦簡も漢代の文字も下部は「又」。説文篆文
の字体が誤りなのではないだろうか
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


